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この度、日本人間関係学会創設 30周年を記念し、学術研究

出版より、『私からあなたへの人間関係学』を刊行する運び

となりました（2024年9月 11日）。本書は、会員の皆様の貴

重な体験や経験をまとめたもので、人間関係学の多様な側面

を紹介しています。学会員の皆さまのお手元には 9 月中頃に

届けられる予定です。目次は6-7頁をご参照ください。 

本記念誌の企画は、会員の皆様からの積極的なご投稿と、

プロジェクトチームを初めとする役員一同のご支援ご協力な

しには実現できませんでした。特に、原稿の収集や編集には

多くの時間を要しましたが、皆様の熱意とご尽力のおかげで、

充実した内容となりました。心より感謝申し上げます。 

本書では、「北から、南から」といった本学会ニュースの

伝統コーナーに加え、新旧の視点からの寄稿も多数掲載して

全5部構成としています。 

「第 1 部 北から、南から」は、全国各地の会員の皆様が、

それぞれの視点から人間関係について綴ったエッセイ集です。 

「第 2部 順子の映画鑑賞記」は、映画を題材に、人間関係

を多角的に考察したるユニークな読み物です。 

「第 3部 ともに老いゆく」は、高齢化社会における人間関

係のあり方を、専門家の視点から深く掘り下げています。 

「第 4部 人間関係学探訪シリーズ」は、学会員に対しての

個別インタビューを通して、人間関係の普遍性を探求しています。 

「第5部 記憶と記録」は、本学会のトピックを紹介し、人間

関係学の重要性と奥深さを再認識できるものとなっています。 

「人間関係力」は、現代社会においてますます求められる能

力です。本学会は今後も、この力を高めるための研究と教育活

動を積極的に推進していくことが期待されます。本書が、会員

の皆様のみならず、広く社会の皆様にとって、人間関係を考え

るきっかけとなることを願っております。 

プロジェクトチーム  早坂三郎・三好明夫・森千佐子・

谷川和昭・田中典子 

（文責：谷川） 
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世の人は我を何とも言わば言え 我が成す事は我のみぞ知る 

 

相手から馬鹿にされた時の対処法 

―高知出身の有名人による仮想自主ラウンドテーブル― 
 

匿名希望 

 

日本人間関係学会第32回全国大会でのことである。時空を超えて、高知県出身の3人の有名人が、

自主ラウンドテーブルを開き、人間関係について語り合った。 

お題は、「相手から馬鹿にされた時の対処法」で、示唆されたのは以下の5点である。 

 

①自分の気持ちを大切にすること 

相手の言葉に振り回されず、自分の気持ちをしっかりと持つことが大切ということです。 

 

②相手のことを理解しようとすること 

なぜ相手がそのようなことを言うのか、背景を探ることで、状況を客観的に見ることができるというこ

とです。 

 

③堂々としていること 

自信を持って、堂々と生きていくことが大切だということです。 

 

④優しさを持って接すること 

相手を傷つけずに、優しく接することが、良好な人間関係を築く上で重要だということです。 

 

⑤相手も人間であることを忘れないこと 

誰だって認められたい、誰かに必要とされたいと思っているということです。 

 

登場人物は、つぎのお三方である。（何処かで聴いたような、観たような、それはさておき…） 

 

登場人物 

  坂○龍○  幕末の志士。豪快で自由な性格。 

広○涼○  女優。明るく優しい雰囲気。 

やな○たか○  「ア○パ○マ○」の作者。子ども心を持った優しい人物。 

 
2024年9月２９日、日本人間関係学会第32回全国大会が開催されている高知大学キャンパス大会

会場内。3人が久しぶりに落ち合った。学会の自主ランドテーブルの席上である。 

やな○たか○: みんな、集まってくれたね。今日は、学会の自主ラウンドテーブルを企画しましたが、み

んなで話し合ってみよう。特に、相手に馬鹿にされた時、どうすればいいのか、すごく気になるよね。 

広○涼○: そうですね。私も若い頃は、よくそんなことで悩んでいました。でも、今は、あの経験があ

ったからこそ、今の自分があると思っています。 

坂○龍○: おいおい、お嬢ちゃん。そんな悩み、男ならもっと度胸を付けて乗り越えんといかん。 

広○涼○: 龍○さん、そんなこと言わないでくださいよ（笑）。女性だって、悩みますよ。 
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坂○龍○: わかった、わかった（汗）。でもな、俺が思うに、大事なのは、まず自分の気持ちをはっきり

させることだ。相手が何を言おうと、自分は自分だっていう自信を持つことや。 

やな○たか○: 龍○さんの言う通りだね。それに、相手がなぜそんなことを言うのか、考えてみること

も大切だよ。もしかしたら、相手も何か悩みを抱えているのかもしれないしね。 

広○涼○: やな○さんの言う通りですね。相手のことを理解しようとすることで、状況が変わることが

あります。 

坂○龍○: そうじゃ。それに、あんまり気にし過ぎると、自分がどんどん小さくなってしまう。もっと堂々

と生きていくことが大切や。 

やな○たか○: 龍○さんの言葉、かっこいいですね！でも、堂々としていることと、相手を傷つけるこ

とは違います。優しさを持って接することが大切だと思います。 

広○涼○: やな○さんの言う通りですね。優しさを持って接することで、相手との関係が改善されるこ

ともあります。 

坂○龍○: そうじゃな。結局は、人間はみんな同じや。誰だって認められたいし、誰かに必要とされた

いと思っとる。 

広○涼○: 龍○さんの言葉、心に響きます。 

やな○たか○: みんなの話を聞いて、改めて人間関係の大切さを実感しました。相手のことを思いや

る気持ち、そして自分自身を大切にすることが、良好な人間関係を築く秘訣なのかもしれませんね。 

広○涼○: 龍○さん、やな○さん、本当にありがとうございました。おかげさまで、少し気持ちが楽に

なりました。でも、いざその場になると、やっぱり怖くて何も言えない自分がいます。 

坂○龍○: お嬢ちゃん、それはそうじゃ。でもな、大切なのは、その場を避けるんじゃなく、正面から立

ち向かうことや。最初は怖いかもしれんけど、一歩踏み出せば、必ず道は開ける。 

やな○たか○: 龍○さんの言う通りだね。それに、相手を責めるのではなく、自分の気持ちを正直に

伝えることが大切なんだ。例えば、「あなたのその言葉、私はちょっと傷ついたな」と、率直に伝えて

みるのも良いかもしれないね。 

広○涼○: そうですね。でも、そうすると、また余計に嫌な思いをするんじゃないかと心配です。 

坂○龍○: それは、相手次第や。もし、本当に友達なら、きっとわかってくれるはずや。もし、わかって

くれんかったら、それはもう、その人との縁がなかったんや。 

やな○たか○: 龍○さんの言葉は厳しいけど、確かにその通りだな。大切なのは、自分にとって本当

に大切な人間関係を築くことなんだ。 

広○涼○: みなさんの話を聞いて、少し勇気が出てきました。でも、やっぱり怖いな……。 

坂○龍○: 怖がらんでもええ。まずは、小さなことから始めてみたらどうじゃ。例えば、誰かに感謝の

気持ちを伝えるとか、誰かの手伝いをするとか。そうやって、少しずつ人間関係を築いていけばええ。 

広○涼○: はい、ありがとうございます。頑張ってみます。 

やな○たか○: 広○さん、もう一つアドバイスがあるんだけど、いいかな？  

広○涼○: はい、もちろんです！ 

やな○たか○: それはね、「鏡を見るように、相手にも目を向ける」ということなんだ。相手が何を考え

ているのか、どんな気持ちでいるのか、想像してみるんだ。そうすることで、相手への理解が深まり、

より良いコミュニケーションがとれるようになると思うよ。 

広○涼○: 鏡を見るように、相手にも目を向ける…、なるほど。やってみます！ 

坂○龍○: お嬢ちゃん、あとはな、笑顔を忘れずに。笑顔は、どんな時でも人を明るくしてくれる。笑顔

で接すれば、相手もきっと心を開いてくれるはずや。 

広○涼○: はい、笑顔を忘れずに頑張ります！ 

そうして3人は、学会の自主ラウンドテーブルを無事に終了したのである。めでたし。めでたし。 
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質の高い支援を提供するために 

  

本学会理事の大石幸二会員が、対人援助サービスをより良いものにするための支援の考え方

や技法をわかりやすく解説するテキスト、『動画で学ぶ生涯福祉入門』を上梓しました。本書

は、動画を視聴しながら生活モデルに基づく支援から多職種連携につなぐまでの道すじを学べます。 

 

大石幸二 編集 野崎陽弘 著 126 頁 学苑社 

2024 年 7 月刊 

 

目次 

第１章 障害福祉実践の省察と変革 

 １ 経験学習モデルにおける「省察」 

 ２ 省察を活かした学びと人材育成 

 ３ 支援の礎①「 視点・見え方・捉え方」 

 ４ 支援の礎②「 “ 違い” の価値と重要性」 

 ５ 障害福祉実践の変革とソーシャルワーク 

第２章 医学から見た障害理解と支援 

 １ 神経発達症の診断 

 ２ 神経発達症の病態仮説 

 ３ 神経発達症の２次障害と併存障害 

 ４ 神経発達症の薬物療法 

 ５ 福祉的支援を得るための診断書 

第３章 生活モデルと新しい障害概念 

 １ 障害概念の歴史的変遷 

 ２ ICIDH と医学モデルの関連 

 ３ 生活モデルと ICF の関連 

 ４ A くんの事例①─ ICIDH に基づくアセスメ  

ントと支援計画 

 ５ A くんの事例②─ ICF に基づくアセスメン 

トと支援計画 

 

第４章 行動障害の理解と支援 

 １ 強度行動障害の定義と発現メカニズム 

 ２ 不安・恐怖が自傷や他害、破壊に至る連鎖の 

解除 

 ３ 関わり手（教師や指導員、親）から見た自傷 

や他害、破壊行動の機能 

 ４ 環境調整と構造化 

第５章 心理検査の理解とその活用 

 １ アセスメントとは何か─個の理解を深めるこ 

との重要性 

 ２ 心理検査のしくみと構造（ウェクスラー式知 

能検査） 

 ３ WAIS- Ⅳの結果の読み取りと実践へ生かす視 

点 

 ４ 受検を勧めるときの注意点 

 ５ さまざまな心理検査 

第６章 氷山モデルの考え方と実践 

 １ 氷山モデルとは─その歴史と基本的理解 

 ２ 現在の氷山モデルの考え方と氷山モデルシー 

トの活用 

 ３ 氷山モデルシートを使って行動を整理する 

 ４ 事例で考えてみよう 

 ５ 最後に─より良い支援に向けて 

第７章 応用行動分析技法の理解 

 １ 行動を理解する枠組みとしての行動のＡＢＣ 

 ２ 正の強化と行動のはたらきの理解 

 ３ 行動問題の動機づけ尺度 

 ４ 行動の成立条件と課題分析 

 ５ 行動的ＱＯＬの考え方 

第８章 環境調整と構造化の活用 

 １ TEACCH プログラムについて 

 ２ 構造化による指導 

 ３ 行動障害の改善に関する構造化の効果 

 ４ 成人施設での構造化の実践事例 

第９章 事例検討とスーパービジョン 

 １ 支援者を支えるシステムとしての事例検討 

 ２ 事例検討会議を開くために 

 ３ 事例検討会議の流れ 

 ４ スーパービジョンの目的と機能 

 ５ スーパーバイザーに求められること 

第 10 章 多職種連携とコンサルテーション 

 １ ３者関係としてのコンサルテーション 

 ２ 人的環境の影響 

 ３ コンサルタントの役割 

 ４ コンサルタントの切り口 

 ５ コンサルテーションとチームアプローチ 
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ボランティアが行動することを支えるために 

本学会理事の田中康雄会員と竹下徹会員が、理論と実践を結ぶボランティア活動の入門書『ボランテ
ィア論』を上梓しました。本書はボランティアに関心のある人が一歩を踏み出すことを支えるため、具
体的な活動を取り上げながら参加の方法や必要な心構えなどについても解説しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田中康雄・小口将典・竹下徹 編 
184 頁 ミネルヴァ書房 2023 年 9 月刊 

 
 第Ⅰ部 ボランティアに関する概念 
第１章 社会における生活課題の解決にと 

ってのボランティアの存在 
 １ 現代における生活課題 
 ２ 多様なサービスとその課題 
 ３ 生活課題の解決に向けて 
第２章 ボランティアとは 
 １ ボランティアの概念 
 ２ ボランティア活動の現状 
 ３ ボランティア振興に関する主要な出来事 
 ４ 特定非営利活動促進法 
第３章 ボランティアの歴史 
 １ 西洋の歴史からみるボランティア 
 ２ 日本の歴史からみるボランティア 
第４章 ボランティアに関する研究動向 
 １ 社会の変化とボランティア研究の関連 
 ２ ボランティア研究の内容 
 ３ ボランティア研究のおもしろさ 
 第Ⅱ部 ボランティアの活動の範囲と 

ボランティアへの参加に向けて 
第５章 ボランティア活動の範囲 
 １ ボランティアの価値観 
 ２ ボランティア活動の場 
 ３ ボランティアの組織化と国際化 
第６章 ボランティア活動の探し方 
 １ 活動できることを探そう 
 ２ ボランティア活動の相談先と情報源 
 ３ ボランティア活動の登録をしよう 
第７章 ボランティア活動に臨むために 
 １ ボランティア活動の多面性 

 ２ ボランティア活動に参加するにあた
っての意識 

 ３ 継続的にボランティア活動を進める
ために 

第８章 地域課題の発見に向けて 
 １ ボランティア活動を通してみえてく

る課題 
 ２ 地域課題の解決とボランティア活動 
 ３ 地域課題を話し合う場づくり 
 第Ⅲ部 ボランティア活動の実践 
第９章 子どもと子育て世代に対するボラ 

ンティア活動 
 １ 地域の子ども家庭支援事業を支える 

ボランティア 
 ２ 民間団体等による活動を支えるボラ 

ンティア 
 ３ 障がいのある子どもと家庭を支える 

ボランティア 
第 10 章 障がいのある人や高齢者等の 

様々な人に対するボランティア活動 
 １ 障がいのある人に対するボランティア 
 ２ 高齢者に対するボランティア 
 ３ その他のボランティア 
第 11 章 災害時のボランティア活動 
 １ 災害とは何か 
 ２ 災害時のボランティア活動の実際 
 ３ 暮らすことを続けるということ 
 ４ 続いていく思い――イメージするこ 

と，思いを馳せること 
第 12 章 地域・まちづくりとボランティ 

ア活動 
 １ 地域・まちづくりの概念が生まれた背景 
 ２ 地域・まちづくりと自治 
 ３ 地域・まちづくりと公民館 
 ４ 地域・まちづくりに参加する意義と 

今後の課題 
第 13 章 ボランティアと教育 
 １ ボランティアに関する教育が求めら 

れる背景 
 ２ ボランティア教育の対象と内容 
 ３ ボランティア教育の実践とポイント 
第 14 章 グローバルな視点による海外ボ 

ランティア 
 １ 国際協力とＯＤＡ 
 ２ ＪＩＣＡ 
 ３ ＪＩＣＡ海外協力隊 
第 15 章 ボランティアの力とボランティ 

ア活動による学びと喜び 
 １ ボランティアの力 
 ２ ボランティアの可能性と限界 
 ３ ボランティアを通した学びと喜び 
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【会員動向】（202４年４月１日～2024年８月３１日）  

2024年8月31日現在 

会員130名 （正会員：104名 一般会員：9名 準会員：17名 賛助会員：0 ） 

〈入会者〉 正会員：13名 ・前川洋子・立枩壮得・坂本真季・澤 祐輔・熊井正之・壬生尚美・ 

竹森亜美・遠藤 愛・清谷典生・石田栄子・白石京子・髙田美咲・池田真由美 

準会員：6名 ・布川仁美・能野仁己・石鍋日陽・木村優里・富岡花菜・吉田百合香 

      （敬称略）  

 

９月になり高知県での第3２回全国大会がまもなく開催となります。秋には、ご所属等のご移動に

ともない、ご住所の変更となる方がいらっしゃると思います。変更されました際には、学会事務局まで

ご連絡をお願いいたします。  

今年度から、事務局は森千佐子先生から、鈴木満が引き継いでおります。森先生におかれましては、

事務局長として長きに渡り学会活動をお支えいただきました。誠にありがとうございます。事務局に

対しましては、引き続き、森先生はじめ、みなさまのご高配をたまわりたいと存じます。何卒、よろしく

お願い致します。 

 

 

 

 

「北から、南から」の原稿は会員であれば、どなたでも投稿できます。 

お寄せいただきたいのは、400～1,000 文字程度です。多少オーバーしても大丈夫。 

 

日々の生活で感じたことや、思い浮かんだこと、作品などお便りに載せてください。 

1 月末までの投稿分は 2 月発行のニュースに掲載 

7 月末までの投稿分は 8 月発行のニュースに掲載 

    

   送付先 広報委員会（谷川）まで tanikawa@kusw.ac.jp 

 

    

mailto:tanikawa@kusw.ac.jp

